
世界システムとアマゾン先住民
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（平成����年３月����日受理　最終原稿平成����年５月����日受理）

　エクアドル・アマゾンで起こった最近のできごとは、この地域の歴史からみて極めて重要な
意味をもつ先住民ワオラニ（huaorani）の存在を広い世界に知らしめることになった。��������年��

月、そのテリトリー北限に居住していた親族グループから男たちの一部が未接触グループ（タ
ゲリやタロメナネ、あるいはまた別のクラン）の定住地に侵入し、かつての親族グループどう
しの諍いごとをたてに����人を殺害したのである（２）。
　エクアドルの内外を問わず、ワオラニが公的な議論の場に身を晒すのは、ほとんどの場合暴
力というコンテクストにおいてのことであった。��������年にはプロテスタント系の宣教師がクラ
ライ川で殺害され、��������年にはアグアリコ総代理司祭だったアレハンドロ・ラバカも槍の犠牲
となり、��������年代、��������年代になっても入植者、石油関係者、木材伐採業者が襲撃されるなど、
様々な事例があげられる。
　そのワオラニの暴力は、エクアドルのナショナルな社会に「未開・反文明・野蛮」といった
イメージにもとづく彼らのエスニック・アイデンティティが広く定着していく上で、その土台
となる見方を提供するものであった。また文化主義的な語り口にしても、結局は「血に飢えた
本来的に未開な集団」というワオラニについての一般的な捉え方を支えるものでしかなかった。
　この小論では、社会的・政治的視点から、そして社会人類学の有益な知見を取り入れつつ、
近年の暴力的襲撃というコンテクストにおけるワオラニをみていくことにしたい。社会人類学
の知見は人間の諸社会を経済的側面や政治的状況、文化的価値の交錯する社会システムとして
解き明かすための源泉、ある種の篩

ふるい

となりうるからだ。
　またこの文章はグローバル化や世界化（mundialización）、史的資本主義システムといった現
象がアマゾン流域の先住民たちの間でどのような役割を果たしてきたのか、その議論を喚起し
ようとするものでもある。近年の暴力事件をめぐる議論を通して、この差異化された社会的行
為者としてのワオラニの行く末について、いくつか示唆的な事柄を特定することができれば幸
いである。
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　この������年において創りあげられた近代文明は、ウォーラーステイン（Wallerstein, ��������）の
言う史的資本主義システムに立脚した歴史的、社会政治的プロセスを背景としたものである。

四天王寺大学紀要　第����号（��������年��月）


